
そもそも、「1年単位の変形労働時間制」とは？②

制度活用への「歯止め」措置はあるが、その
多くは曖昧で、不適切な運用が生じかねない
●「１年単位の変形労働時間制」を活用するための条件

「１年単位の変形労働
時間制」は、１日８時間
労働という大原則を崩す
ものであることから、制
度の活用には、右記の事
項を始めとして、様々な
条件が課されています。
萩生田文科大臣は、昨

年の国会審議で「かえっ
て勤務時間が増加するの
ではないかと心配されて
いる皆さんに対して、その歯どめをきちんとつくっていきたい」と答弁しており、不適切な運用
が為されないようにするための「歯止め」として、これらの措置を「全て講ずること」とされて
いるのです。

●措置を講ずることができなくなった場合は、「通常の勤務時間に戻す」

「活用するための条件」
としての措置を、１つで
も講ずることができなく
なった場合には、それ以
降、勤務時間を延長させている日については「通常の勤務時間に戻す」こととされています。
「１年単位の変形労働時間制」は、年度途中で変更することができない制度ですが、措置を講

ずることができない場合には、実質的に制度の活用を中止する運用になるということです。

●しかし、それらの措置の多くは曖昧で、不適切な運用が生じかねない

かなり厳しい「歯止め」の条件が課されているようにも見えますが、その多くは、講じられて
いるかどうかの判断基準が曖昧で、「歯止め」としては不十分です。また、その判断も、教育委員
会や校長が行うとされており、恣意的な判断がないとは言えません。これでは、制度が導入され
た場合、不適切な運用が生じかねません。

＊道教委リーフレットより

＊文科省「導入の手引き」より

変形労働制ではなく、せんせいふやそう！
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